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を国立療養所西新潟病院呼吸器科)菅小池輝明 (第二外科〕奇禍を諸〕 悟 (救急部)

発雷者 塞塗 暫 (第二内科)ぎ永抑賄鷺 (第二内紺

司会 プライ､-マu歯ケアの概念がわが国に導入されて

以来はや十数年が経ちますが,今日では第--境線の開業医

や病院の医師のみでなく,大学病院をこ於いてもプライマ

リ慶ケアの塵資性が認識されております.本E3齢主題で

あります救急治療とプライマリ⑳ケアとは勿論同義語で

はなく,プライマリ魯ケアはより包括的な観念でありま

すが,救急治療がプライマリ葡ケアの薮賓な---部を占め

ることも事実であり愛す呼その意味では予審日取 り上げ

ます呼吸器疾患の救急治療は,脳血管や循環器障害の救

急治療をこ洗いで重要な部分でありき第--磯蔓の開業医や病

院の医師は勿論,東学の救急部に於いてもしば しば遭遇

し,その治療と予防にー通暁 しておく必要がある部門であ

をフますB多くの呼吸器疾患が救急治療を牽します軌 内

増悪苧特殊ではありまずが,時をこ見られ致命的となるパ

ラニト--卜中毒を,外科からぼ呼吸器外傷を中心に声また

麻酔科からぼ急性呼吸不全の治療をこ就いてお話 し蔵宅こ

とをこなっております,それでは,新潟務民病院琶呼吸器科

の腰.野党生ヲ窺管充職息に就いて宜しくお願い致しますや
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鴫愚L葦を積発作やス亨｡イド治療や

気管支嘱愚発作はゥ救急医療の対数として日常多くみ

られ9時闘ま登鞠な畷愚発作をき溌こし人工呼吸器による

管確が必要となる手機患発作遺骸状態の治療としては,

補液ヲアミ}ブで㌧㍑ノ′静注夕顔刺激剤吸入もしくはボス

ミソの注射等が行われるが,多くの例ではきざ㌃Ijをこステ

ロイドホルモン剤瑚痘用が必要となる,しかしや鼠テu

イドホルモンの使]緋ま,その議臼作用やステロ畑Iホルモ

ン依存性のとを鳥貌に対する配慮のために9健脚時期と使用

i)i)卜IT-川lt,=tOlltL,･<函L;ttい1,1･川t<し､こlLW.

Niiを,T:lt'lL'itizHl日日叩血1.

Nii阜ll.･ltI1し1itトt-);I)1.･卜＼ド;＼N.

ステぴイド∵依存′㌍損鉦絡菅又テ｡イド非依存性患晋

㌢古'~､沃LL∴∴■十杵妄∵.

嘱愚発作毅櫓状態凱紬jS挽Sも払maも豆｡usを｢蔑管支

畷患患者で,しぼLば起坐呼吸を伴う強い呼吸困難が,

エピネフリン成㌍登射なら亘ノアミノブ(リン静脈内注射

でも持続的に改善ざれず学それが慧服を間最上続く状態j

lうとして,昭孝路3年より昭和6翌年の且〔噂三間に,当院糾犠

患発作薮厳状態で入院した犯例のうち,外来時と入院後

のカルテを検索Lえたt豊鞭鷹のベ55例をこ-二心て予見ナマコイ

別刷請求先:95且新潟市紫竹油2r冒6-ヱ

新潟市民病院呼吸言語科 星野董率



呼吸器疾患の救急治療

ドホルモソ,アミjブィリソ9輸液畳等をこついて,圭に

深テ首コイドホルそソ非依存性の例 (以下非依存性群)と

鼠テロイドホルモン依存性の群 (昆下依存性群うに分け

て比較検討したす

対 象

対 象 は予男性且5例,女性服例の計55例で,平均年令は

-1.lj∴‖∴ 十隼 jJ.7:,:日をてぼ.はし汗 ,十卜_消モ症十てT言;帆二日'.

平 均 隊 病 期 間 は78や且か絹で,病型は Swirwfo賢く男の分額

で , ア トピ-塾 盈語例,殿舎型9例,感染型33例であり,

登 症 度 はゥ 日本 ア レルギー-学会霧症度分類で予軽症呂熱

中 等 症 望5傍B, 墓 症 望望例 であった (衷 且上

表 l 主■･j. や

寮 望 ダル コ コル チ 二号イ ド製 剤 の 薬 理 効 果 の 比 較

健頗 された名籍のステロイ ドホルモン剤の畳は9羨 望

お,肺気軽や低肺機能例の髄,心不全等の薮篤な合併症

殿ある例は除外 Lた中推計学的処理は 凱udem敏グSも-もest

成 績

jJ?;LiiEiJ∵11㌔1日_工 }:. 口ゝ勺 .59･.t†l川llk.~!､∴.･]･(ド-し'､

初弼給餌時間での使用量は平均 67,0m欝,ステロイドの

;Tlt･)7

豪 語 畷息発作墓標状態でÅ院 した全例で釣ステロイ

ト∴ ~･･ーミ ･ト丁.十 ､輸油量

T-:I(㍉ mmトIH.

ステロイ ド初 日使用農 膵SL)m露

ステUイ ド総健周遊 (節s‰) m露

ステロイ ド使用 田数 田

アミノフィリソ初 E3使用巌 m欝

アミノフィリン級僚用意 m欝

f■ミ･7~~'･十ノ使用i!敷 き~ー~1

輸液持巨日中日量 IJ

輸液総量 1,

輸液 E3数 Ewj
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しミ7.0-?州l.ド

望90士別8
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静脈内線健周遊は,平均 290m.監守ステロイ ド静脈内棟

昭lほし号∴ 半畑川.;i‖~二歩.-tl.L,:､･い-∴上 し∵､巨号膏Ll,T

望遠時間の静脈内使用凝はき平均 魂95m鑑,ア ミノフィリ

ソの静脈内線使用鼠は平均 讃凋88mgやアミjブイuy

の静脈内使用日数はタ平均且乱射-3であった8輸液の初E3

輸液門数は,平均且慧与8日であった (廃 語)q

ステuイドホルモソ非依存性群とステ訂コイ ドホルモン

依存性群の比較検討

曝息発作の治療では声門常ステ｡イ ドホルモン用こ依存

性となっている愚老では,まだ依存性のない患者よりチ

ステロイ ドホルモンが必要な場合が多く,その豊も多い

ようをこ感じられるA犠患発作蚤横状態でのステロイ ドホ

ルモソ使用状況を賢アミノフィリンの使用農および輸液

凝 と ともに.,Å院前のステロイ 富ごホルモソ使用歴により,

ス テ ロイドホルモン非依存性の群3慧例と､ステロイ ドホ

ルモン依存性の群離例に分けて,比較検討 Lた争

招 発症年令

非依存性群で平均3望A6才,依存性群で平均趨9瀕漫才であ

り, 旦%以下の像険率で着意に依存性群で高車であった･

望)碍病期間

非依存性群で平均弧 呂力乱 依存性群で平均脚.4ガ月

管,非依存性群で濃い傾向があったが習有意差は認めら

れなかった平

3)入院日数

非依存性群で平均護8.6日,依存性群で平均冒6滴臣巧と,

5%以下の蔭険率で着意に依存性群で最期であーつた (廉

il.

射 動脈ぬ酸素分圧

Å院時に勧陳ぬガス分析の施行してあった例では,P毘02
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:卜

7) ス テ ロ イ ド ホ ル モ ソ の 静 脈 内 使 用 を 必 要 と し た 閲

の 橡 使 用 盈

非 依 存 性 群 で 平 均 且96 .3m 欝 , 依 存 性 群 で 平 均 嶺且軌 8

m 欝 と 瀬 依 存 性 群 で 且 % 以 下 の 免 除 率 で 着 意 に 多 か っ た

･･･:凶 ･1'..

8 ) ア ミ ノ フ ィ リ ン の 初 日 約 望嶺時 間 の 静 脈 内 使 用 量

非 依 存 性 群 で 平 均 5慧9 .7m 藍 , 依 存 性 群 で 平 均 趨張 や冒

m鑑と両群間 に 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た (図 5).

9巨アミノフィリンの 静 脈 内 使 用 桁 数

非依存性群で平均7｡66日ヲ依存 性 群 で 平 均 浅9 凋 E3で あ

り,依存性群で且,Oi以下の魚険率で着意 をこ 長 期 で あ っ た

i図ti∴

旦那 アミノフィリンの静脈内絶後ノ弼畿

非依存性群で平均 望,穏90や転m好で,依存性群で平均

5蘭且.5m鑑と予依存性群で且%昆~官の徽険率で有意に

Jy:亘･一二 ･･図7㌧

非 依存性群で平均且.6謁腰,依存性欝で平均H議7麿と7
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非依存性欝で平均冒す63日で予依存性欝で平均望軋0日とや

依存性鰐で且%√鉦打の免除率で着意に最か-｡た(踊酢

1;ト結鵜技量

非依存性群で平均長一射磨き依存性群で平均漫議か冒麿と,

i%以下の危険率で着意に依存性群で多かっ栗ニ(因恩師

考 察

最近l約年間に気管支犠息発作登標状態で当科をこ入院し

た飛べ55例について声ステロイドホルモンに非依存性の

例と依存性の例について比較検討したq入院時の湧海扮2

に差はなく予ステロイドホルモソの初日使用鼠にも叢は

なか､｡紅 しかしヲス亨もコイドホルモンの静脈内使用を

必要とLたE3数と,その総使用量はともにステロイドホ

ルモソ依存性の群で私酎こ多い傾向があ-つた･これは,

川11

発作蚤櫓状態では当初より十分農のステロイドホルモン

の使用が必要であり苧その濃は鼠テr-?イドホルモソへの

依存性の有鰍こかかわに)ないことを示すと考えられるA

Lかしその減豊をこ賓する口数は明らかをごステロイドホル

モンに依存性釣群で長くず発作の寛解にu数を蜜すると

考えられたせアミノフィリンや輸液の農は入院日数をこ影

響された申渡か発作登覇状態で挿管し人二言二呼吸をこよる管

理が必要であ-一雄二例で,当初よ妄J〕大豊のステロイドホル

モン虜陣陵1緋こより寛解した36才の曳健の且例を望示し
,i-I
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